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注 意 事 項 (rev.6.0H) 
 

著作権 

・本マニュアルに関する著作権は株式会社日立ドキュメントソリューションズに帰属します。 

・本マニュアルは著作権法および、国際著作権条約により保護されています。 

 

禁止事項 

ユーザーは以下の内容を行うことはできません。 

・第三者に対して、本マニュアルを販売、販売を目的とした宣伝、使用、営業、複製などを行うこと 

・第三者に対して、本マニュアルの使用権を譲渡または再承諾すること 

・本マニュアルの一部または全部を改変、除去すること 

・本マニュアルを無許可で翻訳すること 

・本マニュアルの内容を使用しての、人命や人体に危害を及ぼす恐れのある用途での使用 

 

転載、複製 

本マニュアルの転載、複製については、文書による株式会社日立ドキュメントソリューションズの事前の承諾

が必要です。 

 

責任の制限 

本マニュアルに記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本マニュアルの記述誤り

に起因する損害が生じた場合でも、株式会社日立ドキュメントソリューションズはその責任を負いません。 

 

その他 

・本マニュアルに記載の情報は本マニュアル発行時点のものであり、株式会社日立ドキュメントソリューション

ズは、予告なしに、本マニュアルに記載した情報または仕様を変更することがあります。製作に当たりまして

は、最新の内容を確認いただきますようお願いします。 

・すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

 

連絡先 

株式会社 日立ドキュメントソリューションズ 

〒135-0016 東京都江東区東陽六丁目 3 番 2 号 イースト 21 タワー 

E-mail：himdx.m-carrally.dd@hitachi.com 
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R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

1. 概要 

1. 概要 
 

 本マニュアルは、バッテリーの電圧を確認することができる電圧チェッカーの製作マニュアルです。 

マイコンカーのバッテリーの電圧などを簡単に確認することのできる基板です。 
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R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

2. 仕様 

2. 仕様 
 

2.1 仕様 

 

内容 詳細 

基板サイズ 76.2×48.26mm×1.2t 

測定電圧範囲 
DC 3.6～約 13V の測定ができます。 

※電池は 3 本以上直列が測定できます。2 本以下は測定できません。 

表示方法 
整数の 2 桁と小数の 2 桁を 1 秒ごとに交互に表示（プログラムで変更可能） 

※小数の桁表示中は、ドットが点灯します。 

 

2.2 外観 

 

 

 

部品番号 説明 

CN1、CN2 3.6V～約 13V の電圧を入力します。 

CN3 RY_WRITER 基板などを接続し、R8C/M12A マイコンにプログラムを転送します。 

U2 R8C/M12A マイコン（ルネサス エレクトロニクス製） 

LED1 
7 セグメント LED 

電圧値を表示します。 

 

CN3 

CN1 

CN2 

LED1 

7 セグメント LED 

U2 

マイコン（R8C/M12A） 
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2. 仕様 

2.3 回路図 
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R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

3. 組み立てに必要な工具 

3. 組み立てに必要な工具 
 

 電圧チェッカーの組み立てに必要な工具類を下記に示します。 

 

ミニチュア 

ニッパ 

 

リード線を切るのに使います。 

ミニチュア 

ペンチ 

 

リード線を曲げたり、部品を固定するのに使います。 

半田コテ 
 

 

部品を半田付けするのに使います。50～100W 程度の半田コ

テを用意します。 

はさみ 

 

セットの袋を切るなどで使います。 

テスタ 

 

リファレンス電圧を確認するときに使います。 

 

 - 4 - 



R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

4. 組み立て 

4. 組み立て 

4.1 部品表 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

 基板 

M12A_7SEG_VOLTM

ETER_VER1_REV0 

76.2×48.26mm×1.2t 

 

(株)日立ドキュ

メントソリューシ

ョンズ 

1 

D1,2,3,4 ダイオード 1S2076A 

 

ルネサス  エレ

ク ト ロ ニ ク ス

（株） 

4 

U1 

三端子レギュレ

ータ 

TA48M033F(S 

Q) 

I-00538 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

R1,2,3,4,5,6,8,

9 
抵抗 

CFS1/4C 1kΩ 

（茶、黒、赤、金） 

 

コーア(株) 8 

R7,10,11 抵抗 
CFS1/4C 10Ω 

（茶、黒、黒、金） 

 

コーア(株) 3 

U2 R8C/M12A 

Ｍ１２０ＡＮ 

ROM：2K バイト 

RAM：256 バイト 

 

ルネサス  エレ

ク ト ロ ニ ク ス

（株） 

1 

C1,C2 
積層セラミックコ

ンデンサ 

RPEF11H104Z2K1A0

1B 

0.1μF 5.08mm ピッチ 

 

( 株 ) 村 田 製 作

所 
1 

C3 電解コンデンサ 47μF/35V 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

1 

10 

20 

1 

2 3 

(-) (+) 

A K 
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4. 組み立て 

U3 

可変シャントレギ

ュレーターＮＪＭ

１４３１Ａ（４個入） 

I-05195 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

CN1 

2 ピン XH コネク

タ（ スト レ ー トオ

ス） 

B2B-XH-A 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

CN3 

4 ピン XH コネク

タ（ スト レ ー トオ

ス） 

B4B-XH-A 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

LED1 

７セグメントＬＥＤ

表示器 高輝度

赤２文字 カソー

ドコモン ボディ

色グレー Ｃ－５

５２ＳＲ 

I-00215 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

CN2 

2 ピン VH コネク

タ（ スト レ ー トオ

ス） 

B2P-VH 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

 

●部品一覧 
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4. 組み立て 

4.2 ダイオードの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

D1,2,3,4 ダイオード 1S2076A 

 

ルネサス  エレ

ク ト ロ ニ ク ス

（株） 

4 

 

 ダイオード（1S2076A）を 4 個、半田付けします。向きがありますので気をつけてください。 

 

 
 

1 

 

リードの間隔が 5mmにな

るよう両側を90度に曲げ

ます。 

 

2 

 

A と K の向きを合わせて

実装します。 

A K 

A 

K 

A K 

K K A A 

5 ㎜ 

A 

K 

 - 7 - 



R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

4. 組み立て 

4.3 三端子レギュレータの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

U1 

三端子レギュレ

ータ 

TA48M033F(S 

Q) 

I-00538 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

 

 三端子レギュレータ（I-00538）を半田付けします。向きがありますので、１、２、３に合わせて実装してください。 

 

 
 

1 

 

リードを約 1.5mm の位置

で 90 度下に曲げ実装 

してください。 
 

 

2 

 

1～3 ピンを半田付けし

ます。三端子レギュレー

タ本体の放熱板部分も

半田付けしておきます。 

※放熱部分は容量の大

きい半田コテを使ってく

ださい。50W以上が目安

です。 

1 

2 3 

1 2 3 

三端子のレギュレータの 

放熱板部分も 

半田付けします 

1.5 ㎜ 

三端子のレギュレータの 
放熱板部分も 
半田付けします 
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4. 組み立て 

4.4 R8C/M12A マイコンの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

U2 R8C/M12A 

Ｍ１２０ＡＮ 

ROM：2K バイト 

RAM：256 バイト 

 

ルネサス  エレ

ク ト ロ ニ ク ス

（株） 

1 

 

 R8C/M12A（I-04525）を半田付けします。向きがありますので気をつけてください。 

 

 
 

1 

 

シルクのへこみと、R8C/M12A

マイコン（DIP）のへこみ（○部

分)が合うように実装します。 

 

2 

 

R8C/M12A マイコン（DIP）は、

全ピンの足を下まで挿し込んで

ください。左写真は、悪い例で

す。 

 

1 

10 

20 

1 

へこみ 

10 

× 

へこみ 
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4. 組み立て 

4.5 抵抗（1kΩ）の取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

R1,2,3,4,5,6,8,

9 
抵抗 

CFS1/4C 1kΩ 

（茶、黒、赤、金） 

 

コーア(株) 8 

 

 抵抗を 8 個、半田付けします。取り付け向きはありません。 

 

 
 

1 

 

抵抗を写真のように曲げ

加工します。リードの間

隔は、約 2.5mm にしま

す。特に決まりはありま

せんが、金色側を曲げる

と良いでしょう。 

すべての抵抗を曲げ加

工します。 

 

2 

 

R1 を半田付けしたところ

です。 

2.5 ㎜ 
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4. 組み立て 

4.6 抵抗（10Ω）の取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

R7,10,11 抵抗 
CFS1/4C 10Ω 

（茶、黒、黒、金） 

 

コーア(株) 3 

 

 抵抗を 3 個、半田付けします。取り付け向きはありません。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 11 - 



R8C/M12A 電圧チェッカー製作マニュアル 

4. 組み立て 

4.7 積層セラミックコンデンサの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

C1,C2 
積層セラミック

コンデンサ 

RPEF11H104Z2K1A01

B 

0.1μF 5.08mm ピッチ 

 

( 株 ) 村 田 製 作

所 
1 

 

 積層セラミックコンデンサ（0.1μF）を半田付けします。向きはありません。「104」の数字が見えやすい方向に取り

付けましょう。 
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4. 組み立て 

4.8 電解コンデンサ（47μF/35V）の取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

C3 電解コンデンサ 47μF/35V 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

 

 電解コンデンサ（47μF/35V）を半田付けします。向きがありますので、＋、－に合わせて実装してください。 

 

 
 

1 

 

電解コンデンサの根本から 90

度曲げます。写真のように、左

側に曲げたとき、奥側がプラス

（＋）のリード線（長）、手前側が

マイナス（－）のリード線（短）に

なるようにしてください。 

 

2 

 

電解コンデンサを半田付けした

ところです。 

(-) (+) 

(-) 

(+) 

+ - 
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4. 組み立て 

4.9 可変シャントレギュレータの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

U3 

可変シャントレ

ギュレータＮＪＭ

１ ４ ３ １ Ａ （ ４ 個

入） 

I-05195 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

 

 可変シャントレギュレータを半田付けします。取り付けに向きがありますので、向きに合わせて取り付けてくださ

い。 

 

 
 

 

1 

 

可変シャントレギュレータを半田

付けしたところです。 

 

 

R 
A 

K 

R 

A 

K 
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4. 組み立て 

4.10 2 ピン XH コネクタの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

CN1 

2 ピン XH コネク

タ（ストレートオ

ス） 

B2B-XH-A 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

 

 2 ピン XH コネクタを半田付します。向きがありますので、１、２に合わせて実装してください。 

 

 
 

 

 

 

1 

1 

2 

2 
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4. 組み立て 

4.11 4 ピン XH コネクタの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

CN3 

4 ピン XH コネク

タ（ストレートオ

ス） 

B4B-XH-A 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

 

 4 ピン XH コネクタを半田付けします。向きがありますので、１、４に合わせて実装してください。 

 

 
 

 

 

 

 

1 

1 

4 

4 
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4. 組み立て 

4.12 7 セグメント LED の取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

LED1 

７セグメントＬＥ

Ｄ表示器 高輝

度赤２文字 カ

ソ ー ド コ モ ン 

ボディ色グレー 

Ｃ－５５２ＳＲ 

I-00215 

 

（株）秋月電子

通商 
1 

 

 ７セグメント LED を半田付けします。向きは、７セグメント LED とシルクの表示に合わせて実装してください。 

 

 
 

1 

 

左写真が取り付けたところで

す。 
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4. 組み立て 

4.13 2 ピン VH コネクタの取り付け 

 

部品番号 名称 型式 写真 メーカ 数量 

CN2 

2 ピン VH コネク

タ（ストレートオ

ス） 

B2P-VH 

 

日本圧着端子

製造（株） 
1 

 

 2 ピン VH コネクタ（ストレート、オス）を半田付けします。取り付けに向きがありますので、向きに合わせて取り付け

てください。 

 

 
 

 

 

 

 

1 

2 
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4. 組み立て 

4.14 完成 
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5. リファレンス電圧の調整とプログラムの書き込み 

5. リファレンス電圧の調整とプログラムの書き込み 
 

5.1 プログラムのダウンロードとインストール 

 

1 

 

マイコンカーラリーホー

ムページ 

http://www.mcr.gr.jp 

        /index2.html 

にアクセスします。 

「技術情報→ダウンロー

ド」をクリックします。 

 

2 

 

「R8C/M12A マイコンに

関する資料」をクリックし

ます。 

 

3 

 

「 r8cm12a_7seg_voltmete

r.zip」をダウンロード、解

凍します。 
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5. リファレンス電圧の調整とプログラムの書き込み 

4 

 

「 r8cm12a_7seg_voltmerter.exe」

を実行します。 

 

5 

 

圧縮解除をクリックします。 

 

※フォルダは変更できません。

変更した場合は、ルネサス統

合開発環境の設定を変更す

る場合がでてきます。 

 

6 

 

解凍が終わったら、自動的に「C 

ドライブ→Workspace」フォルダ

が開かれます。 

 

今回使用するのは、

「r8cm12a_7seg_voltmeter」で

す。 

 

7 

 

閉じるをクリックして終了です。 
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5. リファレンス電圧の調整とプログラムの書き込み 

5.2 リファレンス電圧の確認 

 

 リファレンス電圧とは、基準となる安定した電圧、電源のことです。電圧チェッカーでは、バッテリーの電圧を A/D

コンバータを使って測定します。R8C/M12A マイコンの A/D コンバータを使うためには、必ずリファレンス電圧をマ

イコンに入力する必要があります。このリファレンス電圧を生成するのが可変シャントレギュレータです。この可変シ

ャントレギュレータのリファレンス電圧をテスターで測定し、プログラムへ反映させます。 

 

1 

 

CN1、または CN2 のどちらか

に、3.0V～12V のバッテリーを

接続します。 

 

2 

 

テスターを使ってリファレンス電

圧を測定します。 

 

テスターを電圧測定モードにし

て、R8C/M12A マイコンの 20 ピ

ンに＋側、5 ピンに－側を当て

ます。 

 

3 

 

可変シャントレギュレータのリフ

ァレンス電圧は、2.465V±1%の

範囲なので、2.440V～2.490V

の範囲であれば正常です。 

 

今回は、2.450V でした。この値

をメモなどして覚えておいてくだ

さい。 

 

確認が終わったら、バッテリー

は抜いておきます。 

 

CN1 

CN2 
CN1、または、CN2
に 3.0V～12V を入
力します 

5 ピンに－側 

20 ピンに＋側 
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5.3 プログラムの書き込み 

 

1 

 

ルネサス統合開発環境を実行

します。 

 

2 

 

「別のプロジェクトワークスペー

スを参照する」を選択して、OK

をクリックします。 

 

3 

 

C ドライブ → Workｓpace → 

r8cm12a_7seg_voltmeter の

「r8cm12a_7seg_voltmeter.hws」

を選択します。 

 

4 

 

「r8cm12a_7seg_voltmeter」という

ワークスペースが開かれます。 

 

「r8cm12a_7seg_voltmeter.c」ファ

イルをダブルクリックして、エディ

タウィンドウを開きます。 
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5 

 

リファレンス電圧の値を設定しま

す。25 行目の「2465」という値を

先ほどテスターで調べた電圧×

1000 した値を入力します。 

 

マニュアルでは、2.450V でした

ので、 

2.450 × 1000 ＝ 2450 

 

「2450」という値を設定します。 

 

6 

 

「ビルド→ビルド」を実行し、0 エ

ラー、0 ワーニングであることを

確認します。 

 

7 

 

マイコンを書き込みモードにしま

す。書き込みモードにするため

に、JP1 をショートさせます。 

 

そこで、基板製作で余ったリー

ドを使ってショートピンを作りま

す。 

 

リードの間隔が 4mm になるよう

に両側を 90 度に曲げます。 

 

 

8 

 

作ったショートピンを JP1 に基板

の裏面(半田面)から差し込みま

す。 

4 ㎜ 

CN2 

CN1 

CN3 JP1 
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9 

 

①パソコンと RY_WRITER 基板

をＵＳＢケーブルで接続しま

す。 

 

②RY_WRITER 基板と電圧チェ

ッカー基板を 4 ピンケーブル

で接続します。 

 

③CN1、または CN２にバッテリ

ー（3.6V～13V）を接続しま

す。 

 

10 

 

「ツール→R8C Writer」を実行し

ます。 

 

11 

 

R8C Writerのチェックボックスの

設定を確認します。 

 

２カ所とも、チェックは ON にして

おきます。 

 

 

USB ケーブル 

RY-WRITER基板 

4P ケーブル 

3.6V～13Vのバッテリー

を接続します 
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12 

 

「書き込み開始」をクリックしま

す。 

 

書き込みが正常に終わったら、

R８C Writer は自動で終了しま

す。もし、エラー画面が出てきた

場合は、ケーブルの接続などを

確認して再度書き込んでくださ

い。 

 

 

13 

 

バッテリーと 4 ピンケーブルを抜

きます。 

 

他に、ショートピン（JP1）を抜き、

マイコンを実行モードにします。 

 

 

14 

 

これで、書き込み完了です。 

 

 

 

JP1 

4 ピンケーブル 

バッテリー 
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5.4 動作確認 

 

1 

 

電圧チェッカーで測定したいバ

ッテリーを用意します。 

 

2 

 

電圧チェッカーにバッテリーを

接続します。 

 

7 セグメント LED に電圧値が表

示されます。 

 

3 

 

7 セグメント LED の右下に点が

表示されている場合は、整数

値、点が表示されていない場合

は、小数値の表示です。 

 

整数値と少数値は、1 秒ごと交

互に表示されます。 

 

左写真からは、「１０．４１V」と読

むことができます。 

 

 

 

右下に点がついている場合は、 

整数部 

右下に点がついていない場合は、 

少数部 

 - 27 - 


	1.　 概要
	2.　  仕様
	2.1　 仕様
	2.2　 外観
	2.3　  回路図

	3.　  組み立てに必要な工具
	4.　  組み立て
	4.1　 部品表
	4.2　  ダイオードの取り付け
	4.3　  三端子レギュレータの取り付け
	4.4　 R8C/M12Aマイコンの取り付け
	4.5　  抵抗（1kΩ）の取り付け
	4.6　  抵抗（10Ω）の取り付け
	4.7　  積層セラミックコンデンサの取り付け
	4.8　  電解コンデンサ（47μF/35V）の取り付け
	4.9　  可変シャントレギュレータの取り付け
	4.10　  2ピンXHコネクタの取り付け
	4.11　  4ピンXHコネクタの取り付け
	4.12　  7セグメントLEDの取り付け
	4.13　  2ピンVHコネクタの取り付け
	4.14　  完成

	5.　  リファレンス電圧の調整とプログラムの書き込み
	5.1　 プログラムのダウンロードとインストール
	5.2　  リファレンス電圧の確認
	5.3　  プログラムの書き込み
	5.4　  動作確認


